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で

人
に
し
の
六
年
生

置
鼈
鰐
躍
酵
げ

鰐
野
塁
稀
電
す

導
灘
ぼ
鶴
群
し■
口
ヽ

鳳輪
亀
濯
九
年
Ｐ
■

そ
の
経
験
蓮
▼
学
で
ｏ

′ヽ右

い
し
て
く
ぃた

で

甲
不
。

韓
撤
戯鉢
纂
Ｉ
礁
盛

”
婢和
蛭
鮒
悦
鷲
鈍
抑
社

が

少

ι

尊

す
の
■
フ
厚

半

そ
の
み
暑
宮
Ｕ
し
て
、後
智

グ
ル
ト
プ
ヽヽ‐ヒ
９
発
表
会
ぼ
ど

ｔ

行

，
て

い
ま
す

。

叩

こ
と
で

し
豫

．

テ
次
行

ジ
ー

うち
望|゛

聞ける



2009年 12月 17日広報紙『城北第 249号 』 (8)

次あA■ 3111■:ム物手手こして、1議わく`、どう感げますぃ?

. 1‐

11「.:ち:[魏躍i`1纂輩
`婆

‐凝
奪緞轟ば
夕1ギアうの手モち笠

発鷹毛゙ゅヾ懲い

ゆ行董カカうち争

だらしが
1は

ぃ

◇饗聡彎穣

jP6歯
:lill:|:i:!,FI11(11与

11ノす

、_rよ のことです。  _.t.城

携屁
・

it、K読墨r∫ご中P

義汁キの行F′晴t響しつ暉ず

聞善 t・鶴4象ゼtろミとつヾ澪η:

|■‐レ     ヽ      ■ヽ

警ヽみ==じミ
′
・

‐                            ・
.,

1l r  、 ^  |:
「ヽあ̀

サ

ゥたう覇」とお登
醇 tルlTFら小rミ リ

ゴ:]写 静ヽ:こ壕
ぶ そうで

｀
す。lr (ノ ヽ フ 。     11

11            11

多公 .懸

定罪凋釣に不の詭け聞つヽこtしてく率ろ     !
雉嶽う)義亀 Utう 面体がれゴ. |
男乳在γ>バーは16た (男 liも います:り

月に一巖、月曜日の朝 (1,る教菫ヘイ70その

議[tt合,■小t詭んでくiます.

、l力積∫芝li彗11:鐸ち舌[ょ∫二|:iう
で・ 図書轟 メンバーは.

司書のれ らヽ壽習範
髪tTる はビしもまヽす.

P■   7↓ ヤ~「 ｀ ~ ‐
“

¬  ▼    挙

挙
旱           10月 8日 (本,挙

卜 PTA棲都議客贄会の主催にょる魯 蔵2回目の量単ト
挙I試会会。            挙

l挙
~                             

挙

旱

:経■の商短』子中にぶ子は峰 /J>スの1
旱譲t聞こごらに給食ちであ皇周理の恭素子■
挙スうイドで

｀
見せひ1た だやましヒ。

挙き同ラ里員ぐんたらの争探の快渾 さソ7り ]Юo◎挙

移曰 tヾ■込めて争tつ 町`てく在ぐってヽ1る て黎【.言

鷹弾磋身寸しまし
「

。

・ 3民
~この紋嗜

“

、9夕、あW硫 62ル .

1張しぃ場げ)じ tミ

.七
教。

庶 もはず》和気み1の いと

蛍3ご
｀
しまし丁こ

革 挙 挙 拳■

挙 挙 挙 挙 挙 ■
挙 挙 挙 挙 挙

旱 挙 挙 挙 挙
挙 挙 挙 旱 率

挙 ■ 挙 挙
挙 挙 挙 挙

挙 挙 旱 挙

v挙 :挙

:         

胚

挙
挙 挙

il》

。霧詠1デバン 針́クゾ∨
°メ1/Nめ ビーフン

勲 号担当んラヾ三

]猾:E[隧 鶉
裏r=]

蕃
｀
今口ち耗7i tミ めたリマ象材なむ、■濡ЪtlRだぃたけなさま ありがとうざよほしヽ


